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特集―日本人の仕事観、生活観 

特  集 

日
本
人

日
本
人
の
仕
事
観

仕
事
観
、生
活
観

生
活
観 

―
勤
労
意
識

―
勤
労
意
識
は
ど
う
変
化
変
化
し
た
か
― 
日
本
人
の
仕
事
観
、生
活
観 

―
勤
労
意
識
は
ど
う
変
化
し
た
か
― 

終
身
雇
用
、
年
功
賃
金
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
日
本
型
雇

用
慣
行
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
期
不
況
の
な
か
で
大

き
な
波
に
洗
わ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
間
、
失
業
率
の
上

昇
や
非
典
型
雇
用
の
増
大
な
ど
、
労
働
市
場
も
大
き
な

変
貌
を
遂
げ
た
。
こ
う
し
た
雇
用
・
労
働
環
境
の
変
化

が
、
日
本
人
の
勤
労
意
識
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
の
か
を
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
の
勤
労
生
活
に
関
す
る
調

査
な
ど
を
も
と
に
、
多
角
的
に
検
証
す
る
。 

日
本
人

日
本
人
の
仕
事
観

仕
事
観
、社
会
意
識

社
会
意
識
の
変
化
変
化 

 

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ〝
日
本
人

日
本
人
の
仕
事
観

仕
事
観
〞
定
点
観
測

定
点
観
測 

　
「
第
４
回
勤
労
生
活

回
勤
労
生
活
に
関
す
る
調
査
調
査
」
結
果
結
果
か
ら 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
情
報
解
析
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
情
報
解
析
部  
情
報
管
理
課

情
報
管
理
課 

日
本
人
の
仕
事
観
、社
会
意
識
の
変
化 

 

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ〝
日
本
人
の
仕
事
観
〞
定
点
観
測 

　
「
第
４
回
勤
労
生
活
に
関
す
る
調
査
」
結
果
か
ら 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
情
報
解
析
部  
情
報
管
理
課 

　 　
は
じ
め
に 

 

　
労
働
市
場
の
流
動
化
、
成
果
主
義
の
広
が

り
な
ど
仕
事
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
日
本
人
の
仕
事
観
や

社
会
意
識
な
ど
に
は
変
化
は
生
じ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。 

 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
で
は
、
こ
れ

ら
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

二
〇
〇
四
年
の
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
「
第

四
回
勤
労
生
活
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
し

た
。
こ
の
調
査
は
、
一
九
九
九
年
、
二
〇
〇

〇
年
、
二
〇
〇
一
年
と
過
去
三
回
実
施
し
て

お
り
、
今
回
が
四
回
目
と
な
る
継
続
調
査
で

あ
る
。 

 

四
回
の
調
査
結
果
か
ら
ま
ず
言
え
る
の
は

、

こ
の
五
年
間
で
ほ
と
ん
ど
の
調
査
項
目
に
つ

い
て
、
大
幅
な
変
動
は
観
察
さ
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
経
済
社
会
の
変
化
の
ス
ピ

ー
ド
に
比
べ
て
、
仕
事
観
や
社
会
意
識
は
緩

や
か
に
し
か
変
化
し
な
い
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
た
。
ま
た
、
終
身
雇
用
を
支
持
す
る
人
が

約
八
割
、
年
功
賃
金
を
支
持
す
る
人
も
約
七

割
と
多
く
、
こ
の
五
年
間
で
緩
や
か
に
支
持

が
増
加
し
て
い
る
な
ど
、
従
来
か
ら
の
日
本

型
雇
用
慣
行
を
再
評
価
す
る
兆
し
が
み
ら
れ
、

非
正
規
従
業
員
が
増
加
す
る
労
働
市
場
の
現

実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
感
じ
ら
れ
た
。
し
か
し

そ
の
一
方
で
、
多
様
な
働
き
方
の
メ
リ
ッ
ト

を
認
め
る
人
も
多
い
な
ど
、
仕
事
観
が
多
様

化
し
て
い
る
面
も
う
か
が
わ
れ
た
。 

 

で
は
ま
ず
、
こ
の
調
査
に
つ
い
て
簡
単
に

説
明
し
、
そ
の
後
、
調
査
結
果
の
中
か
ら
、

日
本
人
の
仕
事
観
、
社
会
意
識
の
変
化
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。 

   

調
査
の
概
要 

 

　
「
勤
労
生
活
に
関
す
る
調
査
」
は
、
勤
労

生
活
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
そ
の
ベ
ー

ス
ラ
イ
ン
お
よ
び
変
化
を
時
系
列
調
査
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
し
、
そ
の
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
政
策
立
案
の
基
礎
デ
ー
タ
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
勤
労
生
活
の
基
本

線
の
把
握
に
あ
た
っ
て
は
、
労
働
に
よ
る
自

己
実
現
を
中
心
に
、
人
々
の
関
心
（
意
識
）

と
そ
の
動
向
に
焦
点
を
あ
て
て
お
り
、
勤
労

観
、
勤
労
と
他
の
生
活
領
域
と
の
関
係
、
勤

労
を
中
核
と
す
る
制
度
や
ル
ー
ル
に
つ
い
て

の
意
識
な
ど
、
勤
労
意
識
の
多
様
な
諸
側
面

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て

い
る
。 

 

こ
の
調
査
は
、
定
例
の
基
本
項
目
と
、
各

回
ご
と
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ピ
ッ
ク
に
よ
り
構

成
さ
れ
て
い
る
。
基
本
項
目
に
つ
い
て
は
、
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日
本
人
の
仕
事
観
、生
活
観 

―
勤
労
意
識
は
ど
う
変
化
し
た
か
― 

日
本
人
の
仕
事
観
、社
会
意
識
の
変
化 

 

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ〝
日
本
人
の
仕
事
観
〞
定
点
観
測 

　
「
第
４
回
勤
労
生
活
に
関
す
る
調
査
」
結
果
か
ら 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
情
報
解
析
部  

情
報
管
理
課 

同
一
の
質
問
項
目
を
同
一
の
調
査
法
に
よ
り

継
続
し
て
調
査
し
て
い
る
の
で
、
正
確
な
時

系
列
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。 

　
「
第
四
回
勤
労
生
活
に
関
す
る
調
査
」
は
、

二
〇
〇
四
年
の
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
実

施
し
た
。
調
査
対
象
は
、
全
国
の
二
〇
歳
以

上
の
男
女
四
〇
〇
〇
人
で
あ
る
。
調
査
対
象

は
、
①
全
国
の
市
町
村
を
、
都
道
府
県
を
単

位
と
し
て
一
一
地
区
に
分
類
す
る
、
②
各
地

区
を
さ
ら
に
市
郡
規
模
に
よ
っ
て
一
八
に
分

類
す
る
、
と
い
う
層
化
二
段
系
統
抽
出
法
に

よ
り
抽
出
し
た
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
、
市
郡
規
模

別
の
層
に
お
け
る
二
〇
歳
以
上
人
口
（
二
〇

〇
三
年
三
月
三
一
日
現
在
住
民
基
本
台
帳
値
）

の
大
き
さ
に
よ
り
四
〇
〇
〇
の
標
本
（
調
査

対
象
）
を
比
例
配
分
し
た
。
調
査
方
法
は
、

調
査
員
に
よ
る
訪
問
面
接
調
査
で
あ
る
。 

 

こ
の
調
査
の
有
効
回
答
数
は
二
七
二
九
人

（
六
八
・
二
％
）
で
あ
る
。
ま
た
、
参
考
デ

ー
タ
と
し
て
、
第
一
回
調
査
か
ら
第
四
回
調

査
の
回
答
者
の
属
性
を
示
し
た（
図
表
１
）。 

　
な
お
、
第
一
回
〜
第
三
回
の
調
査
結
果
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い 
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（http://w
w
w
.jil.go.jp/institute/chosa/i

ndex.htm
l

）。 
   

日
本
人
の
仕
事
観 

 

　
ま
ず
、
働
き
方
に
つ
い
て
み
る
と
、
二
〇

〇
四
年
で
は
「
終
身
雇
用
」
を
支
持
す
る
割

合
は
約
八
割
、
「
年
功
賃
金
」
を
支
持
す
る

割
合
は
約
七
割
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
五
年

間
で
は
、
日
本
型
雇
用
慣
行
の
柱
で
あ
る
「
終

身
雇
用
」、「
年
功
賃
金
」
を
支
持
す
る
割
合

は
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
「
終
身
雇
用
」
で
は

二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に
か
け
て
低

下
し
た
が
、
二
〇
〇
四
年
に
は
再
び
上
昇
し

て
い
る
。
年
齢
別
に
み
る
と
、
「
終
身
雇
用
」

で
は
、
男
性
の
四
〇
歳
以
上
と
女
性
の
三
〇

歳
以
上
で
支
持
が
増
加
し
て
お
り
、
「
年
功

賃
金
」
で
は
、
男
女
と
も
三
〇
歳
以
上
で
支

持
が
増
加
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
そ
の
一
方
で
、
「
福
利
厚
生
の
給

与
化
」
へ
の
支
持
は
大
幅
に
増
え
て
お
り
、

„
企
業
丸
抱
え
“
か
ら
の
脱
却
を
志
向
す
る

面
も
み
ら
れ
る（
図
表
２
）。 

　
次
に
、
望
ま
し
い
仕
事
の
コ
ー
ス
（
職
業

キ
ャ
リ
ア
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
二
〇
〇
四

年
で
は
一
つ
の
企
業
に
長
く
勤
め
る
「
一
企

業
キ
ャ
リ
ア
」
を
望
ま
し
い
と
す
る
割
合
が

四
二
・
九
％
、
い
く
つ
か
の
企
業
を
経
験
す

る
「
複
数
企
業
キ
ャ
リ
ア
」
を
望
ま
し
い
と

す
る
割
合
が
二
六
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

五
年
間
を
通
じ
て
、
「
一
企
業
キ
ャ
リ
ア
」

が
「
複
数
企
業
キ
ャ
リ
ア
」
を
上
回
っ
て
推

移
し
て
い
る（
図
表
３
）。 

 

ど
の
よ
う
な
人
が
社
会
的
地
位
や
経
済
的

豊
か
さ
を
得
る
の
が
よ
い
か
と
い
う
分
配
の

原
理
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
四
年
で
は
「
努

力
原
理
（
努
力
し
た
人
ほ
ど
多
く
得
る
の
が

望
ま
し
い
）
」
を
支
持
す
る
割
合
が
八
六
・

九
％
、
「
実
績
原
理
（
実
績
を
あ
げ
た
人
ほ

ど
多
く
得
る
の
が
望
ま
し
い
）
」
が
八
三
・

八
％
と
な
っ
て
い
る
。
五
年
を
通
じ
て
、
「
努

力
原
理
」
を
支
持
す
る
割
合
が
最
も
高
く
、

「
実
績
原
理
」
が
こ
れ
に
次
い
で
い
る（
図

表
４
）。 

　
二
〇
〇
四
年
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ピ
ッ
ク
と

し
て
、
家
庭
生
活
と
仕
事
に
つ
い
て
望
ま
し

い
と
思
う
生
き
方
に
つ
い
て
も
質
問
し
た
。

そ
の
結
果
、
「
男
性
は
仕
事
優
先
、
女
性
は

家
庭
優
先
」
と
す
る
割
合
が
約
四
割
強
と
最

も
高
く
、
「
男
性
は
仕
事
優
先
、
女
性
は
仕

事
も
家
庭
も
」
が
約
二
割
と
こ
れ
に
次
い
で

い
る
。
全
体
で
み
て
も
、
男
女
別
に
回
答
を

み
て
も
、
約
六
割
が
男
性
は
仕
事
を
優
先
す

る
の
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。 

　
こ
れ
を
若
者
（
二
〇
〜
三
四
歳
）
に
限
っ

て
み
る
と
、
「
男
性
は
仕
事
優
先
、
女
性
は

家
庭
優
先
」
が
約
四
割
弱
と
最
も
高
い
が
、

「
男
性
も
女
性
も
、
仕
事
も
家
庭
も
」
が
約

二
割
と
こ
れ
に
次
い
で
い
る（
図
表
５
）。 
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多
様
化
す
る
働
き
方 

 
　
二
〇
〇
四
年
調
査
で
は
、
就
業
形
態
や
職

業
キ
ャ
リ
ア
な
ど
、
働
き
方
が
多
様
化
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
人
々
が
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ス

ペ
シ
ャ
ル
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
「
多
様
化
す
る

働
き
方
」
を
取
り
上
げ
た
。
特
に
正
規
従
業

員
、
非
正
規
従
業
員
（
従
業
上
の
地
位
が
「
非

正
規
従
業
員
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ

イ
ト
、
臨
時
雇
用
者
、
契
約
社
員
・
嘱
託
）」

ま
た
は
「
派
遣
社
員
」
と
回
答
し
た
者
。
以

下
同
じ
。
）
と
い
う
就
業
形
態
別
に
結
果
を

と
ら
え
た
。 

　
正
社
員
で
な
い
働
き
方
が
増
加
す
る
こ
と

に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
「
雇
用
が
不
安
定

に
な
る
」、「
低
賃
金
で
働
く
人
が
増
え
る
」

と
い
っ
た
悪
い
面
を
認
め
る
割
合
が
八
割
あ

る
一
方
で
、
「
自
分
の
都
合
に
あ
っ
た
労
働

時
間
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
」、「
組
織
に
し

ば
ら
れ
な
い
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

っ
た
良
い
面
を
認
め
る
割
合
も
六
〜
七
割
あ

る
。
就
業
形
態
別
に
み
る
と
、
正
規
従
業
員
、 
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非
正
規
従
業
員
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
な

い
が
、
悪
い
面
を
認
め
る
割
合
は
正
規
従
業

員
で
や
や
高
く
、
良
い
面
を
認
め
る
割
合
は

非
正
規
従
業
員
で
や
や
高
い（
図
表
６
）。 

　
ま
た
、
雇
用
が
流
動
化
し
、
転
職
・
離
職

す
る
人
が
多
く
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
雇

用
が
不
安
定
に
な
る
」、「
失
業
が
増
加
す
る

原
因
と
な
る
」、「
個
人
主
義
に
な
り
、
組
織

の
一
体
感
が
薄
れ
る
」
と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ

ト
を
認
め
る
割
合
が
高
い
。
一
方
で
、
「
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
う
働
き
方
を
選
び
や
す

く
な
る
」
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を
認
め
る
割

合
も
高
い（
図
表
７
）。 

　
実
際
に
自
分
が
企
業
で
雇
わ
れ
て
働
く
場

合
に
正
社
員
で
働
き
た
い
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
正
規
従
業
員
の
約
一
〇
割
、
非
正
規

従
業
員
で
も
約
七
割
、
非
正
規
従
業
員
男
性

に
限
る
と
約
九
割
が
「
正
社
員
で
働
き
た
い
」

と
し
て
い
る（
図
表
８
）。 

  

仕
事
満
足
度 

 

　
仕
事
の
満
足
度
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、

「
努
力
に
見
合
っ
た
待
遇
が
得
ら
れ
る
」、

「
自
分
の
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
」、

「
仕
事
に
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
る
」、

「
責
任
を
任
さ
れ
て
い
る
範
囲
が
広
い
」
と

い
う
四
つ
の
項
目
す
べ
て
で
、
正
規
従
業
員

で
は
横
ば
い
か
や
や
低
下
し
て
お
り
、
一
方
、

非
正
規
従
業
員
で
は
や
や
上
昇
の
傾
向
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
仕
事
満
足
度
に
つ
い
て
は
、

正
規
従
業
員
と
非
正
規
従
業
員
の
差
は
小
さ

く
な
っ
て
い
る（
図
表
９
―
１
、
９
―
２
、

９
―
３
、
９
―
４
）。 

   

失
業
不
安 

 

　
失
業
に
関
す
る
考
え
に
つ
い
て
、
近
い
将

来
（
一
年
以
内
）
に
失
業
の
不
安
が
あ
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
非
正
規
従
業
員
の
方

が
正
規
従
業
員
と
比
較
し
て
、「
そ
う
思
う
」、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」と
す
る
者

が
高
い
割
合
で
推
移
し
て
い
る（
図
表
１０
）。
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中
意
識 

 
　
「
中
意
識
（
日
本
の
社
会
全
体
を
五
つ
の

層
に
分
け
た
場
合
に
自
分
自
身
が
入
る
層
が

「
中
の
上
」、「
中
の
中
」、「
中
の
下
」）」
を

も
つ
人
の
割
合
を
み
る
と
、
正
規
従
業
員
、

非
正
規
従
業
員
と
も
二
〇
〇
四
年
に
は
低
下

し
て
い
る
。
正
規
従
業
員
と
比
較
す
る
と
非

正
規
従
業
員
の
中
意
識
は
低
い
割
合
で
推
移

し
て
い
る（
図
表
１１
）。 

  

生
活
満
足
度 

  

現
在
の
生
活
の
満
足
度
に
つ
い
て
は
、
正

規
従
業
員
と
比
較
し
て
非
正
規
従
業
員
で
は

低
い
。
二
〇
〇
四
年
に
は
正
規
従
業
員
と
非

正
規
従
業
員
の
差
は
拡
大
し
て
い
る（
図
表

１２
）。 

  

世
の
中
に
つ
い
て
の
不
公
平
感 

 

　
い
ま
の
世
の
中
に
つ
い
て
不
公
平
感
を
も

つ
割
合
は
、
非
正
規
従
業
員
で
は
約
八
割
、

正
規
従
業
員
で
は
約
七
割
で
推
移
し
て
お
り
、

非
正
規
従
業
員
の
方
が
不
公
平
感
を
感
じ
て

い
る
者
の
割
合
が
高
い（
図
表
１３
）。 

  

日
本
型
雇
用
慣
行
の
支
持 

 

　
「
終
身
雇
用
」
、
「
年
功
賃
金
」
と
い
っ

た
日
本
型
雇
用
慣
行
を
支
持
す
る
割
合
に
つ

い
て
み
る
と
、
正
規
従
業
員
、
非
正
規
従
業

員
と
も
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
就
業
形
態
別
に

大
き
な
違
い
は
み
ら
れ
ず
、
非
正
規
従
業
員

も
日
本
型
雇
用
慣
行
を
支
持
し
て
い
る（
図

表
１４
）。 

  

ま
と
め 

  

以
上
、
簡
単
に
調
査
の
結
果
を
紹
介
し
、

主
に
、
日
本
人
の
仕
事
観
の
こ
こ
五
年
間
の

変
化
や
、
多
様
化
す
る
働
き
方
に
つ
い
て
の

考
え
、
仕
事
満
足
度
、
失
業
不
安
等
に
つ
い

て
正
規
従
業
員
と
非
正
規
従
業
員
の
対
比
と

い
う
観
点
か
ら
概
観
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
終
身
雇
用
、
年
功
賃
金
を
支

持
す
る
割
合
が
上
昇
し
て
い
る
、
職
業
キ
ャ

リ
ア
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
企
業
に
長
く
勤

め
る
コ
ー
ス
を
望
ま
し
い
と
す
る
割
合
が
い 
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当
機
構
か
ら
発
売
中
の
『
ユ
ー
ス
フ
ル

労
働
統
計
　
労
働
統
計
加
工
指
標
集
二
〇

〇
五
』
で
は
、
勤
労
者
生
活
の
満
足
度
を

時
系
列
別
で
み
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
に

推
移
し
て
い
る
か
を
み
る
た
め
に
、
勤
労

者
生
活
指
標
を
作
成
し
て
い
る
。 

　
指
標
は
勤
労
者
生
活
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
指
標
を
、
①
所
得
②
消
費
生
活
③
住

生
活
④
余
暇
生
活
⑤
教
育
⑥
健
康
⑦
老
後

生
活
―
―
の
七
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類

し
た
う
え
で
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
指
標

を
合
成
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
五
年

＝
一
〇
〇
と
し
、
二
〇
〇
一
年
と
一
〇
年

前
の
一
九
九
〇
年
を
比
較
す
る
と
、
所
得

と
住
居
が
一
〇
〇
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
。
一
方
、
教
育
や
余
暇
、
老
後
な
ど
で

指
標
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。 

　
総
合
指
標
で
見
る
と
、
九
〇
年
か
ら
九

五
年
に
か
け
て
高
ま
る
が
、
九
五
年
か
ら

二
〇
〇
一
年
に
か
け
て
は
低
下
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
は
勤
労
者
生
活
の
向
上
の
程
度
を

示
す
も
の
で
あ
り
、
生
活
水
準
を
示
す
も

の
で
な
い
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
な

お
、
指
標
の
収
集
に
際
し
て
は
、
各
カ
テ

ゴ
リ
ー
ご
と
に
、
「
勤
労
者
本
人
及
び
家

族
を
中
心
と
し
た
個
人
生
活
環
境
」
と
「
社

会
制
度
な
ど
を
中
心
と
し
た
社
会
生
活
環

境
」
の
両
面
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
配
慮
を
し
た
。 

所
得
と
住
居
が
低
下 

　
―
勤
労
者
生
活
指
標 

く
つ
か
の
企
業
を
経
験
す
る
コ
ー
ス
を
上
回

っ
て
い
る
、
家
庭
と
仕
事
に
つ
い
て
、
男
性
、

女
性
と
も
約
六
割
が
男
性
は
仕
事
優
先
で
あ

る
こ
と
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。 

 

さ
ら
に
、
正
社
員
で
な
い
働
き
方
の
増
加

や
雇
用
の
流
動
化
な
ど
働
き
方
が
多
様
化
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
良
い
面
と
悪
い
面
に

つ
い
て
認
め
る
人
が
そ
れ
ぞ
れ
多
い
が
、
自

分
自
身
に
つ
い
て
は
、
正
社
員
で
の
就
労
を

希
望
す
る
者
が
多
い
。
実
際
に
、
正
規
従
業

員
と
非
正
規
従
業
員
の
仕
事
や
社
会
に
対
す

る
意
識
を
比
較
し
て
み
る
と
、
仕
事
の
満
足

度
に
つ
い
て
は
両
者
の
差
は
小
さ
く
な
っ
て

い
る
が
、
正
規
従
業
員
よ
り
も
失
業
不
安
が

高
く
、
生
活
の
満
足
度
は
低
く
、
世
の
中
に

つ
い
て
の
不
公
平
感
が
高
い
非
正
規
従
業
員

の
姿
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

今
後
も
数
年
お
き
に
こ
の
調
査
を
実
施
し

、

時
系
列
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
企
業
の
雇
用
管
理
制
度
や
働
き
方
等
勤

労
者
を
取
り
巻
く
状
況
が
変
化
し
て
い
く
中

で
、
日
本
人
の
仕
事
観
は
ど
う
変
化
し
て
い

る
の
か
。
こ
れ
ら
を
考
え
る
際
に
、
こ
の
調

査
に
よ
り
収
集
し
た
デ
ー
タ
が
参
考
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。 
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